様式第２号（第１０条関係）
資産貸付料減額・免除申請書

　　年　　月　　日

大阪国際がんセンター総長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　次の固定資産の使用について、貸付料の減額・免除を受けたいので申請します。

記

１　借受物件　　　所在地　大阪市中央区大手前3-1-69
　　　　　　　　　施設名　大阪国際がんセンター
場所・室名　1階　小会議室1
　　　　　　　　　使用面積
２　減額・免除申請の理由
３　連絡先
　　団体名所属

担当者氏名
電話番号
Email　
４　資産貸付料減額・免除申請書は、メールにてshisetsu@oici.jpに送付お願いします。
＜参考＞
 地方独立行政法人大阪府立病院機構固定資産貸付規程　　抜粋
（貸付料の減免の基準)

第９条管理責任者は、必要があると認めたときは、次の各号に定めるところにより貸付料を減免することができる。ただし、固定資産の貸付料は有償が原則であることに鑑み、減免の基準に該当するかどうか、厳格に判断すること。
(1) 貸付料を免除するもの
ア災害その他緊急事態の発生により、応急施設の用に短期間供するとき
(2) 貸付料を免除することができるもの
ア法人と共催する事業を実施するための施設の用に供する場合
イ法人が本来設置・設営すべきものであって、貸付料を免除しなければ法人がその費用を全額負担することになる場合
ウ選挙ポスターの掲示など、国の法令や地方公共団体の条例等に基づく法人への協力要請
の場合
エ不特定多数の者の通行の用に供するとき
オ前各号に準ずる場合であって、管理責任者が相当であり、かつ必要と特に認めるとき
(3) 貸付料を２分の１以内において減額することができるもの
ア法人の事務又は事業と密接な関連があって、公益上の必要に基づき使用させるとき
イ法人の職員及び病院施設を利用する者等の福利厚生のための施設として使用させるとき
ウ前各号に掲げるもののほか、法人の職員及び病院施設を利用する者等の利便性を向上させるものであって、管理責任者が特に必要と認めたとき
(4)貸付料を一定期間において低減することができるもの
ア建物の移転等に伴い貸付料が大幅に上昇するとき
イこれまで減免措置を行っていたものについて、減免額を減少させるとき
２貸付料について別途協定等を行う場合は、本減免基準を適用しないものとする。ただし、できる限り前項の基準に沿った内容とすること。
３貸付料を減免するにあたっては、その必要性及び妥当性を常に点検し、基準との整合を図るものとする。
